の (8282 時 や 
s ゆき の 合 ( の < 


交通 事故 の な い 安 全 で 安心 な 車 社会 は 、 全 道民 の 願い で す 。 
交通 安全 を 自ら の こと と 捉え 、 交 通 ル 一 ル を 守り 、 次 の こと に 注意 し て 車 を 運転 


し まし よう 。 


交通 死 記 事故 の 当事者 は 高齢 者 が 多 


高齢 運転 者 は 、 身 体 機能 の 低下 が 運転 に 影響 を 及ぼ すこ と を 理解 する と と も 
に 、 年 齢 に 応じ た 運転 に 努め る こと が 重要 で す 。 

ドラ イ バ ー の 皆さん は 、 高 齢 歩行 者 や 自転 車 が 被害 に 遭う 交通 事故 が 多い こと 
を 認識 し 、 交 差 点 は も ちろ ん の こと 、 そ れ 以 外 の 場所 で の 横断 や 飛び 出し 、 進 路 変 
更 等 に も 注意 し まし ょ う 。 

また 、 高 齢 の ご 家族 に 対し て は 、 夜 間 、 外 出す る と き は 、 明 る い 服 装 や 反射 材 を 
身 に 付け 、 し つか り と 左右 の 安全 確認 を し て 横断 歩道 を 渡る よう 指導 し まし よう 。 


ジー ド 人 ルド 非 着 用 者 の 致死 率 が 高 0 


自動 車 乗車 中 に 亡くな っ た 方 の うち 、 約 3 割 が シー ト ベ ルト 非 着用 者 で 、 そ の う 
ち 7 割 以上 の 方 が 、 着 用 し て いれ ば 助かっ た 可能 性 が あり まし た 。 

シー ト ベ ルト は 「 命 綱 ] で す 。 同 乗 者 が いる と き は 「 着 用 の 声 掛け ] と 、 全 席 が 「 着 
用 し て か ら 発 進 す る ] を 習慣 づけ まし ょ う 。 


り 合 の 安全 運転 


っ 】 


の ) 
羽 


0 


本 文中 の QR コー ド へ ヘア クセ ス す る と 関連 する 
| 動画 を YouTube で ご 覧 に な れ ま す | 
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1. 交通 情勢 等 の 概要 
草 北 海 道 の 交通 情勢 


(1) 地域 の 特性 


1 ) 地形 と 気象 | 北海 首 

北海 道 は 国土 面積 の 約 669%% を 占め 、 九 州 ・ 
四国 ・ 岩 手 県 ・ 宮 城 県 を 合わ せ た 面 積 に 匹敵 す 
る 広大 な 地域 で ちり な が ら 、 人 口 は 総 人 口 の わ 
ず か 4.19%% で 、 さ ら に 各市 町 村 が 分 散 し て いる 
た め 、 生 活 半 や 行動 圏 が 広く 自動 車 交通 へ の 依 
存 度 が 極め て 高い と いう 特性 を 持っ て いま す 。 

また 、 冬 季 の 積雪 寒冷 な 気象 が 四季 の 変化 
を は っ きり と させ 、 季 節 ご と に 道路 交通 環境 が 
明確 に 異な る と いう 、 他 府県 で は あま り 見 られ 
な い 特 徴 が あり ます 。 


(北方 領土 含む ) 


九州 + 四 国 + 岩 手 県 + 宮城 県 
7 PE 8 さ 日 S ら 8 km: 
ら ) 道路 交通 環境 


広大 な 面積 、 明 確 な 四季 の 変化 は 、 次 の よう な 北海 道 特 有 の 道路 交通 環境 
を 作り 出し て いま す 。 


・ 都 市 間 距 離 が 長く 、 主 要 都 市 を 結ぶ 交通 需要 が 高い 

・ 郊 外 の 幹線 道路 は 道路 幅 が 広く 、 直 線 道路 が 多い 

・ 自 動車 の 走行 速度 が 全国 と 比べ て 速い 

・ 笠 季 は 積雪 な ど に より 道路 幅 が 狭まり 、 交 通 容量 が 低下 する 


(@) 北海 道 の 交通 情勢 の 推移 


北海 道 は 全国 平均 を 上 回 る スピ ー ド で 人 口 減少 と 高齢 化 が 進ん で いる 地域 
で す 。 こ の 年間 の 北海 道 の 免 許 人 口 は ほぼ 横ばい で 、 交 通 事 故 死者 数 は 
13.8 ポ イン ト 減 少し て いま す 。 し か し 、 免 許 人 口 の 内 訳 を 見 る と 、 こ の 5 年 
間 で 25 歳 未満 の 若年 者 免許 人 口 が 3.3 ポ イン ト 減 る 一 方 で 、65 歳 以上 の 高齢 
者 免許 人 口 は 送 に 5.0 ポ イン ト 増 加 し て いま す 。 こ の こと か ら 、 北 海道 で は 運 
転 免 許 保有 者 の 高齢 化 が 着実 に 進ん で いる こと が 分 か り 、 交 通 情勢 に お いて 
も 高齢 者 層 の 割合 が 高まっ て いる と いえ ます 。 


人 @ 運 転 免許 人 口 及 び 交 通 事故 死者 数 の 推移 (過去 5 年 間 ) 


(指数 ) 
115 
ー 倫 - 総 免許 人 口 
110 十 - - - 代 - 若年 者 :55 歳 未満 
ー@- 高齢 者 :65 歳 以上 
10g | 交通 事故 死者 数 


100 + 


1 + ー ト 上 
ノ 年 別 | | 令 和 元 年 令 和 3 年 令 和 4 年 令 和 5 年 
人 ・ 人 口 | 3.34.775(100)| 3.385, 888( 99.5) | 3.312.859( 99.1) | 3.298,964( 98. 7 |3.286.218( 98.3) 


| 若年 者 :25 歳 未満 200.195(100)| 198.599( 99. る | 199.643( 99.7)| 198.070( 98. 9 | 193.664( 96.7) 
吉 65 識 上 | 815.778(100)| 825.865(101.8)| 834.884(102.3)| 842.691(103.3) 856.767(105.0) 
| 交 通 事故 死者 数 158100) 144( 94. 7】 較 120( 78.9) ( 計 131( 86.2) 


115( 75.7) 
※( ) 内 は 令 和 元 年 を 100 と し た 指数 


\ 偽 交通 事故 の 概要 


(1) 全国 ・ 北 海道 の 人 身 交 通 事故 発生 の 推移 


as < 通 事故 発生 件 数 は 全国 で 19.86 ポ イン ト 減 少し て いま す 

\、 北 海道 で は 5.3 ポ イン ト 減 少し て いま す 。 一 方 、 交 通 事故 死者 数 は 全国 で 
7 ト 減少 し て いま す が 、 北 海道 で は 13.8 ポ イン ト の 減少 と な っ て 
いま す 。 


@ 人 身 交 通 事 故 発生 件 数 ・ 死 者 数 の 推移 (過去 5 年 間 ) 


(指数 ) 
110 十 
100 + 
90 + 
80 二 
ー 人 の - 全国 発生 件 数 
ー 代 - 全国 死者 数 
70 千 
~- 念 - 北海 道 発生 件 数 
- 念 - 北海 道 死者 数 
80 
数 | 381.237(100)| 309.178(811)| 305, 16 0. 300.839( 78.9) | 307.930( 80.8) 
避 死 者 数 | 3.21510O)| 2.839(88.3)| 2.636(820)| 2.610(8. 科 8.678( 83.3) 
北 発 生 件 数 | 9.595(100)| 7.898(82.3| 8.304(86.5)| 8.457(88.1)| 9.082(94.7 
道 死 者 数 152(100) | 147| 180(789| 115(57| 11(859 


※( ) 内 は 令 和 元 年 を 100 と し た 指数 


(@) 北海 道 の 交通 事故 の 概要 


1 ) 交通 事故 の 年 別 推移 

交通 事故 死者 数 は 、 交 通 統 計 が ある 昭和 29 年 以降 で は 、 昭 和 46 年 の 889 
人 が 最多 で 、 令 和 4 年 の 1 15 人 が 最少 の 記録 で す 。 

年 別 推移 状況 は 、 平 成 4 年 か ら 14 年 まで は 1 1 年 連続 全国 交通 事故 死者 数 ワ 
ー ス トワ ン と いう 厳し い 状 況 が 続き まし た が 、 平 成 18 年 か ら 200 人 台 に 、 平 
成 65 年 以降 は 100 人 台 で 推移 し て いま す 。 

交通 事故 発生 件 数 は 、 平 成 1 年 の 30.806 件 が 最多 で 、 令 和 ら 年 の 7.898 
件 が 最少 の 記録 で す 。 

年 別 推移 状況 は 、 平 成 2 1 年 か ら 1 万 件 台 に 、 平 成 3O 年 以降 は 1 万 件 を 下 回 
っ て いま す 。 

減少 の 要因 と し て は 、 運 転 者 の 安全 意識 の 向上 、 安 全 施 設 や 道路 の 整備 、 
車両 の 安全 性 能 の 向上 、 救 急 医療 体制 の 整備 な ど が 考え られ ます 。 


人 @ 人 身 交通 事故 発生 件 数 * 死 者 数 の 推移 ( 週 去 10 年 間 ) 


(発生 件 数 ) @ 一 @ 人 身 交通 事故 発生 件 数 一 久 死 者 数 (死者 数 ) 
本 00 二  )  ! !) ! ! 『 * ! ! 年 850 
0 TI 9 JANY 4) II 160 
15.000 1 
| 十 150 
10.000 ー@ 一 
ー@ Hi00 


嘱 27 年 平成 2 年 下 
,183 


177 

7.851| 7.994| 7.817| 6.956. 
94 88 73 

937| 910 836 800 


84 | ] 
11| ja 由 1 】 8 7 1g 
950| 1.069| 948| 987| 924| 717| 704| 679| 7855 
道 30 22 ge ER 86 16 17 23 17 
963| 985| 905| 899| 768| 680| 686| 658| 873 
29 24 87| 24 29 a1 20 18 四 
482| 371| 315| 289| 224| 8203| 8235| 206| 244 
見 | 死 者 9 13 18 14 8| 10 1 7 6 10 


半 > 1.33 8 1.15| 1.81| 1.36| 1.57| 1.283| 1.16| 1.88 
率 | 全 0.57| 0.61| 0.63| 0.63| 0.67| 0.69| 0.76| 0.72| 0.73| 0.73 


※ 致 死 率 と は 、 死 傷 者 1 00 人 に 占め る 死者 数 


ら ) 全国 と 比べ た 北海 道 の 交通 死亡 事故 の 特徴 (過去 3 年 間 ) 

北海 道 の 交通 死亡 事故 は 、 四 輪 乗車 中 の 割合 が 高く な っ て いま す 。 事故 類 
型 別 で は 正面 衝突 、 事 故 原因 別 で は 最高 速度 違反 に よる 事故 が 多い の が 特徴 
で す 。 


@ 死 者 の 状態 別 で は 、 全 国 に 比べ て 四 輪 乗車 中 の 割合 が 高い (死者 数 対比 ) 
ECW 473> Eu 


@ 事 故 類 型 別 で は 、 全 国 に 比べ て 正面 衝突 の 割合 が 高い (事故 件 数 対比 ) 
EN 172> = 


@ 事 故 原因 別 で は 、 全 国 に 比べ て 最高 速度 違反 の 割合 が 高い (事故 件 数 対比 ) 
Io 


北海 道 と 4 


@ 死 傷 者 100 人 に 占め る 死者 数 [和幸 。_xoo 
) は 全 国 (OX た 込 


死亡 事故 を 年 齢 層 別 構成 率 (第 1 当事者 ) で みる と 、65 歳 以上 の 高齢 者 
(31.196) が 最も 多く 、 次 いで 40 歳 代 (19.796%) 、50 歳 代 (15.49%) の 
順 と な っ て いま す 。 


3) 交通 死亡 事故 の 原因 
過去 3 年 間 の 死亡 事故 の 原因 を みる と 、 約 半数 が 「 安 全 運転 義務 違反 ] 、 具 
体 的 に は 「 前 方 不 注意 ] や 「 操 作 不適 ] な どの 、 い わ ゆ る “うっ か り ・ ぼ ん 
や り 運 転 " と な っ て いま す 。 
@ 死 事故 の 原因 (過去 3 年 間 ) @ 安 全 運転 義務 違反 の 内 訳 (過去 3 年 間 ) 


※「 過 去 3 年 間 」 と は 令 和 3 年 か ら 令 和 5 年 まで を いう (以下 同じ ) 。 


信 主 要 国 道 で の 交通 死亡 事故 発生 状況 (過去 年間) 
本 (| 銘 前 | 国道 ( 号 )| 始終 上 ー 揚 m 死者 数 


5 号 | 画 人 市 = 札幌 市 中 央 区 | 301.0 18 | | 44 号 | 名 市 - 要 雪 市 | 137.1| 1 

| 12 号 | 札 由 市 中 央 区 - 箇 | 市 | 156.7| 8 | | 230 号 | 和 AE- 久 和幸 た 8 町 | 148 フ | 5 
36 号 | 札 由 市 中 央 区 室 関 市 | 133 フ | 4 | g81 号 | 札幌 市 北 区 一 ] aea| e 
37 号 | 山 直 長万部 町 - 室 市 | 84. | | ag8 号 | 網走 市 - 稚 内 市 | 319.6 | フ 
38 号 | 着 = 市 | 322.7| フ | | 74 号 4-] 上 和 | 8165 | 笠 

| 39 号 | 加 | 市 - 綱 市 | 235.O| 8 | | 275 号 | 中 AE- 枯 困 | 2B1.0 | 9 

| 40 号 | 加 市 - 稚 A 市 | 3008| 2 || 387 号 和央 市 - 小 境 市 | 10524| 6 


3 


人 間 の 注意 力 や 判断 力 に は 限界 が あり ます 。 常 に 良好 な 心身 の 状態 を 保 
ち 、 危 険 を 予測 し た 防衛 運転 に 徹する こと が ドラ イ バ ー の 責務 で す 。 


事故 の 約 809% は 
運転 者 の 認知 の 遅れ 
と 判断 の ミス か ら 起 
寺 て いま す 。 


正しい 合図 を 実践 し まし ょ う ! 

右折 や 左折 、 進 路 変 更 な ど 、 運 転 中 玉 合 図 と その 開始 時 期 *mxwwc の SB ょ O 手 にょ る き 加 を 和 く 
の 合図 に は 、 他 車 の ドラ イ バ ー や 歩行 右左 折 し よう と する 地点 (交差 点 
者 、 自 転 車 利用 者 に 自 車 の 行動 を 事前 | 所 | 530 メ ー ト 生前 の 地 
に 知ら せる と いう 重要 な 役割 が あり 、 case 
合図 が 遅れ た り 合図 を 怠っ た りす る と 、 転回 (方 向 指示 器 ) 転回 0 の 
交通 事故 を 招く 危険 が あり ます 。 に も ーーー ーー ニー 

合図 の 重要 性 を し っ か り 自 覚 し て 、 ど | > 変 更 ( 方 向 指示 器 ) | 進路 を 変え よう と する 時 の 3 秒 前 
の 時 点 で 行う の か を 再 確認 し 、 正 し い 「。= 記 _- 
合図 の 実践 に 努め まし ょ う 。 人 條 デレ ー キ 似 ) | その 行 況 を し よう と する と き 


どら 交通 死 直 事故 の 形 琵 を 防 
北海 道 で 多い 事故 の 形態 


過去 3 年 間 の 死者 数 (死者 数 対比 ) を 事故 類型 別 で 見 る と 、 次 の 3 つが 多い 
実態 に ありま す 。 
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-・ 歩 行者 被害 事故 120 人 (32.9%) 
・ 車 両 単独 事故 114 人 (31.19%) 
・ 正 面 衝突 事故 フ 0 人 (19.19%) 


これ ら 3 つ の 事故 形態 に よる 死者 数 は 304 人 で 、 過 去 3 年 間 の 交通 事故 死者 
数 366 人 の 83.196 を 占め て いま す 。 発 生 件 数 で 比べ て も 、 こ れ ら 3 つの 事故 
形態 は 全国 と 比べ て ら 1.0 ポ イン ト 多 い 実 態 に あめ ありま す 。 


y 但 歩行 者 被害 の 事故 

(1) 発生 状況 

歩行 者 被害 の 事故 は 、 過 去 3 年 間 の 死者 数 が 120 人 で 全 死 者 数 の 32.996 を 占 
め て いま す 。 時 間 別 で は 、 発生 件 数 1 18 件 の うち 43 件 (36.496) と 約 4 割 が 16 
ー ら 0 時 の 夕方 か ら 夜間 に 多く 発生 し て いま す 。 場所 別 で は 、 市 街 地 で 108 件 
(86.496) と 大 半 を 占め て いま す 。 また 道路 横断 中 に お ける 方 向 別 で は 、 ド ライ 
バー か ら 見 て 右 か ら 左 へ の 横断 者 が 48 人 (64.096) と 半数 以上 を 占め て いま す 。 


人 @ 歩 行者 死亡 事故 の 時 間 別 発生 状況 (過去 3 年 間 ) @ 歩 行者 死亡 事故 の 場所 別 発生 状況 
16 時 一 0 時 に 集中 、1 18 件 中 43 件 ・36.496 (過去 年間 
「0 一 守 - 4 件 (3.49%) 614 時 2 作 1 .99%) 3.45 
2 一 4 時 | 4 件 (3.49%)|| 14 一 1.2% " 
4 一 6 時 | 5 件 (4.59%) g5 18.6%) 
に 半 B90| 議 19Ne 寺 | 
|10 一 12 時 | 18 件 (10.59%)|| 82 一 0 時 | 7 件 (5.996)| 


@ 人 道路 横断 中 に お ける 死亡 事故 の 方 向 別 状 況 
(過去 3 年 間 ) 


左 


( ど ) 高齢 歩行 者 被害 の 交通 事故 の 状況 

週 去年 間 の 歩行 中 の 交通 事故 死者 数 は 計 120 人 で す が 、 そ の うち 65 歳 以上 
の 高齢 者 は 93 人 (77.59%) で 大 半 を 占め て お り 、 フ 75 歳 以上 の 高齢 者 は 7 1 人 
(59.29%) と な っ て いま す 。 

高齢 歩行 者 被害 の 死亡 事故 の 月 別 発生 状況 は 、 日 が 暮れ る 時 間 が 早まる 時 期 
に 多発 し て いま す 。 

また 、 日 没 前 後 時間 の 高齢 歩行 者 の 死者 数 を 見 る と 、 日 没 前 1 時 間 で は 3 人 で 
ある の に 対し て 日 没後 1 時 間 で は 16 人 と な っ て お り 、 日 没後 の 1 時 間 が 危険 な 時 
間 帯 で ある こと が 分 か り ま す 。 


加 3 人 @ 発 生 月 別 - 日 没 前 後 1 時 間 の 高齢 歩行 者 の 死者 数 (過去 3 年 間 ) 
B - に 


1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 


1 月 | 2 月 | 3 月 4 月 | 5 月 | 6 月 
日 没 前 時 間 | 0O | 0 | 0 | 1 O 』 0 
没後] 時 間 | 1 | 0 | o | o | o 

※ 日 没 時 刻 は 札幌 を 基準 と し た 


店 Hm 11 月 本 
1 |gl⑩ |o | 1 IIfa 
B | 導き | 4 | 7e 
(3) 夜間 の 視認 性 等 に つい て 


夜間 は 前 照 灯 で 見 える 範囲 が 限ら れ 、 視 認 性 が 低下 し て 暗闇 に 潜む 危険 を 
見 落と す お それ が あり ます 。 

色 別 に よる 夜間 の 視認 性 は 、 白 色 や 黄色 な どの 明る い 色 は 目 に つき ます 。 
し か し 、 黒 色 や こげ 茶色 な どの 暗い 色 は 近づく まで 認識 で きま せん 。 あ ら か 
じ め 視 認 性 の 低下 に よる 危険 を 予測 し 、 事 故 を 回 避 す る た め 、 そ の 状況 に 応 
じ た 速 度 の 調整 等 が 必要 で す 。 

自 車 の 前 照 灯 と 対向 車 の 前 照 条 の 光 が 交 錯 す る こと で 「 蒸 発現 象 ] が 生 
じ 、 横 断 中 の 歩行 者 や 自転 車 が 一 瞬 「 見 えな い 状 態 」 に な り ま す 。 特 に 降雨 
時 や 雨上がり の 路面 湿潤 時 は この 現象 に 配 意 し た 慎重 な 運転 が 必要 で す 。 


1 鉛 
| 短い 


50m 手 前 か ら の 前 照 灯 を 下向き に 50m 手 前 か ら の 前 照 灯 上 向き の 場 
し た 場合 、 白 、 青 、 黄 は か ろう じ 合 、 黒 、 こ げ 茶 は 認識 が 難し い 。 
て 認識 が で きる 。 


介 蒸 発現 角 


・ 夜間 は 道路 の 右側 部 分 は 前 


照 灯 の 照射 外 で 、 右 か ら の 回 暴 回 
横断 歩行 者 が 発見 し に くく 1 
な り ま す 。 回 


夜間 に お ける 対向 車 の 直後 https://youtu.be/ 
か ら の 横断 歩行 者 は 、 対 向 bTJmDZD1G_s 
車 の ライ ト で 目 が 上 周 惑 され 光 と 間 の 危険 

て 見 落と し が ち で す 。 


車両 単独 事故 に よる 過去 3 年 間 の 死者 数 は 1 14 人 で 全 死 者 数 の 1.19% を 占 
め て いま す 。 車両 単独 事故 の 原因 は 「 操 作 不 適 ] や 「 前 方 不 注意 ] な どの 
「 安 全 運 転 義務 違反 ] が 全体 の 62.196 と 多く 、「 最 高速 度 違反 ] は 20.796 
と な っ て いま す 。 高速 走行 や 凍結 路面 で の スリ ッ プ な ど に よっ て 車 の コン ト 
ロー ル を 失っ た 時 や 居眠り 運転 、 ぼ ん や り 運 転 が 原因 と な っ て 踏 外 へ の 飛び 出 
し 、 立 木 や 電柱 、 防 護 和 に 衝突 する ケー ス が 多い 事故 で す 。 

@ 車 両 単独 死亡 事故 の 違反 別 発生 状況 信 車 両 単独 死亡 事故 の 場所 別 発生 状況 
(過去 3 年 間 ) (過去 3 年 間 ) 


その 他 


過労 運転 
3.656 9.1% 


追い 越し 違反 
1.8% 


酒 酔い 運転 安全 運転 義務 違反 
2.7 。196 


4 


12 


正面 衝突 事故 


正面 衝突 事故 の 過去 3 年 間 の 死者 数 は ア 0 人 (19.196) と 全 死 者 数 の 約 ら 割 
を 占め て お り 、 正 面 衝 突 が 死亡 事故 に つなが りや すい こと を 示し て いま す 。 

正面 衝突 に よる 死亡 事故 の 原因 は 、「 操 作 不適 ] 「 前 方 不 注意 ] な どの い 
わ ゆ る 「 安 全 運 転 義務 違反 ] が 全体 の 77.096 を 占め 、 そ の ほとん ど は 直線 道 
路 で の 速度 の 出し 過ぎ や 対向 車 の 走 行状 況 を 注視 し な いま ま の 追 越し 、 ま た 
は カー ブ で の アク セル 、 ブ レー キ 操 作 不 適 に よる も の で す 。 

わずか な 操作 ミス で も セン ター ライ ン を は み 出 す と 重大 事故 に つなが り ま 
す 。 特 に 冬 道 は セン ター ライ ン や 外側 線 な どの 道路 標示 が 見 え に く い の で 注 
意 が 必要 で す 。 


人 正面 衝突 死亡 事故 の 違反 別 発生 状況 信正 面 衝突 死亡 事故 の 場所 別 発生 状況 
(過去 年間) 


(過去 3 年 間 ) 


曲線 半径 と 安全 速度 
カー ブ の 危険 性 


〇 見 通し が 悪い た め 、 カ ー ブ 
の 大 き さ が 分 か り に くい 。 

〇 遠心 力 で カー ブ の 反対 側 へ 
飛び 出 そ う と する 。 

〇 対向 車 が セン ター ライ ン を 
オー バー し て くる 場合 が あ 
る 。 

〇 カー ブ の 先 が 読め な い の で 
駐車 車両 等 障害 物 の 発見 が 
遅れ る 。 gl 』 

〇 カー ブ 内 で ブレ ー キ を か け 阿 45 40 35 30 25 15 
る と 横 す べり を 起こ し や すい > 


(1) 居眠り 運転 の 実態 


過去 3 年 間 に お ける 正面 衝突 と 車両 単独 事故 の 死亡 事故 の 件 数 は 1 7 ぢ 件 
(死者 数 184 人 ) で 、 全 死亡 事故 の 49.196 を 占め て いま す 。 

この 中 に は 、 ブ レー キ 、 ス リッ プ な どの 形跡 、 痕 跡 が な い 、 周 囲 に 脇 見 の 
要因 と な る も の が な い 、 郊 外 の 直線 また は カー ブ で 対向 車線 へ の は み 出 し や 
路 外 に 逸脱 し て いる な ど 、「 居 眠り 運転 ]」 また は 「 覚 低 走行 」 が 原因 と 見 ら 
れる 事故 も 発生 し て お り ま す 。 

「 覚 低 走行 ] と は 、 交 通 量 の 少な い 単調 な 道路 を 長 時 間 走行 し こい る と き 
に 、 目 か ら 受 ける 刺激 が 少な いこ と で 注意 力 の レベ ル が 低下 し 、 前 方 を 見 て 
いる つも り で も 、 実 は 「 見 て いな い 」 「 見 えて いな い 」 と いう 状態 に な る こ 
と で す 。 こ の 「 覚 低 走行 ] は ら 一 3 秒 と 瞬間 的 に 発生 する た め ド ライ バー の 
自覚 は 低い の で す が 、 何 度 か 繰り 返さ れる と 「 居 眠り 運転 ] に 至る 危険 性 が 
高く な り ま す 。 


(@) 居眠り 運転 や 覚 低 走行 の 予防 ポイ ント 
① 居 眠り 運転 

単調 な 道路 を 運転 し て いる と 睡魔 は ら 時 間 サ イク ル で 襲っ て きま す 。 人 道 の 駅 
な ど で ら 時 間 に 1 回 以上 は 休憩 を と り ま し ょ う 。 

運転 中 に 睡魔 が 襲っ て きた ら 短 時 間 (15 分 程度 ) の 仮眠 が 効果 的 で ある と い 
われ て いま す 。 駐車 帯 等 の 安全 な 場所 に 駐車 し て 短 時 間 の 仮眠 を と り ま し ょ う 。 
⑧ 覚 低 走行 

視線 を 一 点 に 固定 する と 「 覚 低 走行 」 に 至る 危険 性 が 高く な り ま す 。 ス 
ピー ド メ ー タ ー の チェ ッ ク や 、 サ イド ミラ ー で の 後方 確認 な ど 、 意 識 的 に 視 
線 を 動か し て 脳 に 刺激 を 与え まし ょ う 。 


(3) 居眠り を 催す 時 間 帯 
これ まで の 研究 結果 か ら 、 有 眠気 の 原因 は 睡眠 不足 と 体内 リズ ム に よっ て 生 
じ る と いわ れ て いま す 。 12 時間 サ イク ル で の 眠気 は 午後 ら 時 頃 に 催し ます 
が 、 日 中 の 眠気 の 中 で 最も 生 入 を 人 時 間 名 
多く の 人 が 眠たく な る 時 間 
帯 で す 。 こ こ に 単調 な 運転 js+ 
中 な ど に 発生 する 2 時 間 サ 
イク ル の 眠気 が 重なっ た 
時 、 強 い 眠 気 が 襲 っ て 来る 5 
こと か ら 「 魔 の 時 間 帯 」 と 


0 
いわ れ ま す 。 1 283 4 5 6 78 9101112131415161718 19 20 21 22 23 24( 全 ) 


魔 の 時 間 帯 


居眠り 運転 や 覚 低 走行 に よる 死者 が 多い 


高師 之 斬 者 居 まる 交通 事 故 の 概要 等 
北海 道 の 高齢 者 運転 免許 和 人口 


高齢 者 運転 免許 人 口 は 、 こ の 10 年 間 で 約 1.2 倍 に 増加 


65 歳 以上 の 高齢 者 の 免許 人 口 は 、 平 成 66 年 で は 約 69 万 人 で し た が 、 令 和 
5 年 に は 約 86 万 人 と な り 、 こ の 10 年 間 で 約 1.2 倍 に 増加 し まし た 。 

北海 道 は 人 口 減少 と 高齢 化 が 進ん で お り 、 国 の 推計 で は 15 年 後に は 北海 道 
の 総 人 口 は 約 432 万 人 と な り 、 令 和 5 年 の 約 514 万 人 か ら 約 8 万 人 減少 し 、 
高齢 化 率 は 令 和 5 年 の 32.596 か ら 約 4096 ま で 高まる と 予測 され て いま す 。 ま 
た 、 北 海道 は 各市 町 村 が 点 在 する 広域 分 散 型 の 地域 構造 や 積雪 寒冷 と いう 気 
角 条 件 に より 、 自 動車 交通 依存 度 は 他府県 と 比べ て 極め て 高く な っ て いま 
す 。 

この よう な 地域 特性 の 中 で 、 北 海道 の 高齢 者 運転 免許 人 口 は 今後 更に 増加 
する と 予測 され て いま す 。 


1 


週 去 10 年 間 で 
・ 高 齢 者 人 口 は 約 1.1 倍 に 増加 
・ 高 齢 者 運転 免許 人 口 は 約 1.2 倍 に 増加 


較 高齢 者 人 口 令 和 5 年 114.3( 平 成 26 年 を 100 と し た 指数 ) 
人 高齢 者 免許 人 口 令 和 5 年 123.3( 平 成 86 年 を 100 と し た 指数 ) 


画 高 齢 者 人 口 及 び 高 齢 者 免許 人 口 の 推移 


| 1.462.090 1.514.522 1.555.688 | 1.800 88 1.618.695| |.90.86 1.655.347 1.66.858 1.674 5 1.6.95 


北海 道 の 高齢 運転 者 の 人 身 交通 事故 発生 推移 


人 身 交 通 事故 に 占め る 高齢 運転 者 の 事故 件 数 の 割合 は この 10 年 間 で 1.3 倍 に 増加 


高齢 者 運転 免許 人 口 の 増加 に 伴い 、 人 身 交 通 事 故に 占め る 高齢 運転 者 に よ 
る 事故 の 割合 が 高く な っ て いま す 。 令 和 5 年 中 の 人 身 交 通 事故 の 発生 9.082 
件 の うち 、65 歳 以上 の 高齢 運転 者 に よる 人 身 交 通 事故 の 発生 は 2.520 件 で 全 
体 の ら 7.796% を 占め て いま す 。 

人 身 交 通 事 故 の 年 齢 別 発生 件 数 で は 、 平 成 86 年 以降 は 高齢 運転 者 が 、 ら 割 
以上 を 占め て いま す 。 


男 人 身 交 通 事 故に 占め る 高齢 運転 者 の 事故 件 数 の 割合 


12.274 | 11, 129 | | 11,389 | 10,815 | 9.931 了 9.595 | 7.898 | 8.304 」 8.457 | 9.082 


252 260 1 ぁ 5 2.604 am am 9 250 


82.8 | 24.3 | 4 7.1 27. 8| 97| 27.7 


L 位 北海 道 の 高齢 運転 者 に よる 交通 事故 分 析 結 果 (過去 3 年 間 ) 


発生 状況 


高齢 運転 者 に よる 交通 死亡 事故 を 類型 別 で 見 る と 、 車 両 単独 や 正面 衝突 、 
人 対 車両 、 出 会 い 頭 の 事故 な ど が 目立ち ます 。 こ れ ら の 事故 を 原因 別に 見 る 
と 、 無 謀 運転 を し て いる わけ で は な く 、 前 方 不 注意 、 操 作 不 適 と いっ た ミス 
に よる 安全 運転 義務 違反 が 64.29% と 大 半 を 占め て いま す 。 


訪 高齢 運転 者 の 交通 事故 防止 ポイ ント 


@⑯ 交差 点 に お ける 安全 確認 
ー 時 停止 標識 の 設置 され て いる 交差 点 で は 確実 に 停止 し 、 設置 の な い 交 差 点 
に つい て も 確実 に 左右 の 安全 確認 を し て くだ さい 。 


g 走り 慣れ た 道路 は 要 注 意 
走り 慣れ た 道路 で は 「 我 が 家 感 覚 ] で 警戒 心 が 乏 し く な り 、 安全 確認 を 怠る 傾 
向 が あり ます の で 、 注意 し て くだ さい 。 mn gps NN 
時 還 運転 に 不安 を 感じ た ら 


加 齢 に 伴い 視野 障害 や 筋力 の 衰え 


を 引き 起こ す 可 能 性 が 高まり ます 。 ハレ パ し ズ 


運転 に 不安 を 感じ た ら お 電話 くだ さい 。 


安全 運転 相談 ダイ ヤル 少 


@ ゆとり を 持っ て 
例え ば 右折 時 、 高 齢 運転 者 は 対向 車 の 速度 で は な く 距 離 で 判断 する 傾向 が あ 
り ま す 。 常に ゆとり を 持っ た 運転 に 心がけ て くだ さい 。 


@ スピ ー ド は 控え 目 に 、 車間 距離 は 十分 に 

視覚 機能 の 低下 で 視野 も 狭く な り ま す 。 スピ ー ド を 出す と 視野 は さら に 狭く な 
り 情 報 の 認知 が 遅れ 危険 で す 。 

また 、 加 齢 に よる 身体 能力 の 低下 を 補 
うた め 、 車間 距離 を 十分 に と る こと を 習 
慣 づけ て くだ さい 。 


⑯ 長 時 間 の 運転 は 避け る 

長 時 間 の 運転 は 眠気 を 読 う ほか 、 注 意 
力 や 反射 能力 の 低下 、 手 定 の こわ ば りな 
ど 、 安全 運転 に 支障 が で て きま す 。 


人 4. 自転 車 事故 の 実態 


交通 事故 に 占め る 自転 車 対 車 の 事故 の 、@ 事 故 件 数 と 死者 数 (過去 3 年 間 ) 


発生 割合 を 過去 3 年 間 で 見 る と 右 図 の と 本 
寺 肌 mg 交通 事故 件 数 25!843。 


自転 車 事故 は 他 の 交通 事故 と 比べ 発生 自転 車 対 車 の 交通 事 故 件数 3.8 1 に 
し た 時 は 、 被 害 の 程度 は 比較 的 大 きく 、 了 280 
死亡 と いう 事態 も 懸念 され ます 。 

ドラ イ バ ー と し て は 、 自 転 車 事故 を 防 
ぐために 「 自 転 車 の 交通 ルー ル 」 を 知る 
と と も に 「 自 転 車 の 通行 」 状況 を 見 極め 
る こと が 大 切 で す 。 


\ 但 類型 別 の 自転 車 事故 


過去 3 年 間 の 自転 車 対 車 の 交通 死亡 事 
故 の 発生 は 15 件 で す 。 

類型 別 で は 、「 出 会 い 頭 ] に よる 事故 
の 発生 が 7 件 (46.79%) と 最も 多い こ 
と か ら 、 相 互 に 交差 点 へ さしかかっ た 時 
は 左右 の 安全 確認 を 励行 し 、 事 前 に 危険 
を 回 避 す る こと が 大 切 で す 。 


(構成 比 4.1%) 


自転 車 事故 を 防止 する た め の ポ イン ト 


@⑯ 自転 車 の 保護 
自転 車 は 歩道 と 車道 の 区 分 が ある と ころ で は 、 原則 と し て 車道 を 通行 し ます 。 
車道 を 通行 する 自転 車 の 安全 に 十分 配慮 し まし ょ う 。 


・ 右折 時 は 対向 車 の 後方 か ら 来 る 自転 車 や 右折 先 の 横断 歩道 を 渡る 自転 車 に 
注意 する 。 
・ 左折 時 は 後方 か ら 来 る 自転 車 の 巻き 込 
の み 事 故 を 予測 し 、 左 後方 を 十分 確認 
し 、 左側 端 に 寄り 徐行 し て 左折 する 。 

・ 信号 の な い 交 差 点 で は 出会い 頭 事故 を 
予測 し て 徐行 、 ま た は 一 時 停止 する 。 


・ 前 方 を 走る 自転 車 を 見 か けた ら 、 まず 減速 し 動き の 変化 を 確認 する 。 
歩道 か ら 車 道 へ 飛び 出す 自転 車 に 注意 する 。 
・ 建物 や 堀 、 樹木 な ど で 見 通し の 悪い 道路 で は 飛び 出し を 予測 し て 減速 する 。 


・ 無 灯火 の 自転 車 や 黒っぽい 服装 の 自転 車 利 用 者 に 十分 注意 する 。 

・ コ ン ビ ニ な ど 明 る い 場 所 の 前 後 は 暗く 見 える の で 、 見 落と し に 十分 注意 す 
る 。 また 、 店 舗 周 辺 で は 不 規則 横断 する 自転 車 を 予測 する 。 

・ 薄暮 の 時 間 帯 は 視界 が 悪い 

の で 前 方 左右 を よく 確認 


https://youtu.De/5D_E3HOkYoc 
する 。 


再 確認 自転 車 の 交通 ルー ル 


ウ . 一 輸 車 の 安全 運転 


過去 3 年 間 の 二輪 車 事故 を 発生 場所 別 で 見 る と 、 市 街 地 の 交 差 点 (36.896) 、 直 
線 (G ら .49%6) や 郊外 の カー ブ (20.496)、 直 線 (1 3.296) な ど で 多 く 発 生 し て いま 
す 。 二 輸 車 事故 の 大 半 は 車両 相互 (55.396) や 単独 ( つ 5.096) で す が 、 こ れ を 違反 
別 で 見 る と 安全 不 確 認 や 前 方 不 注意 等 、 い わ ゆ る 安全 運転 義務 違反 が 65.196 を 
占め て いま す 。 

市 街 地 は 運転 者 に と っ て 注意 すべ き 要 素 が 多い た め 、 見 落と し や 思い 込み が 生 
じ や すぐ く 、 車 体 の 小さ い 二 輸 車 は 事故 に 軸 い や すい と いえ ます 。 二 輸 車 事故 を 防 
止 す る た め に は 、 危 険 を 予測 する "か も し れ な い 運 転 "を 励行 する 必要 が あり ます 。 


@ 二 輸 車 人 身 事故 の 場所 別 発生 状況 
(過去 3 年 間 ) 


人 身 事故 件 数 (33 
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y 介 一 輸 車 と の 事故 を 防止 する た め に 


二輪 車 と の 交通 事故 を 防止 する に は 、 二 輸 車 の 運転 者 だ け で な く 、 四 輪 車 
の 運転 者 も 注意 すべ き ポ イン ト が あり ます 。 

人 @ 左折 時 の 巻き 込み に 注意 

四 輸 車 が 左折 する と き 、 後 方 左側 を 直進 する 二輪 車 の 巻き 込み 事故 が 多発 
し て いま す 。 二輪 車 は 四 輪 車 に 比べ て 小さ いた め 、 確 認 し に くい 上 、 左 折 を 
始め る と 後方 に 死角 が 生じ る ケー ス も あり ます 。 後方 を 十分 に 確認 し て か ら 
左折 を 始め る こと が 必要 で す 。 
@ 右 折 時 の 直進 する 二輪 車 に 注意 

四 輪 車 が 右折 する と き 、 対 向 車線 に も 右折 車 が いる と 、 そ の 後方 か ら 直 進 
する 二輪 車 が 見 えな いこ と が あり ます 。 ま た 、 直 進 す る 二輪 車 を 視認 し て 
も 、 四 輸 車 と 感覚 が 違う た め 速 度 や 距離 を 見 語る ケー ス も あり ます 。 右 折 時 
は 右折 先 の 歩行 者 同様 、 直 進 し て くる 二輪 車 に も 十分 注意 する こと が 必要 で 
す 。 
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@ 進路 変更 時 の 死角 に 注意 
走行 中 に 進路 を 変更 する と き 、 後 方 の 視界 に 一 部 死角 が 生じ る こと が あり 
ます 。 四 輪 車 な ら 視 認 で き て も 、 二 輸 車 だ と 見 落と し て し まう 可能 性 が あり 
ます の で 、 進 路 変更 する 前 に 後方 を し っ か り 確 認 す る こと が 必要 で す 。 


ーー 二輪 車 の 安全 走行 ポイ ント ーー 


人 @ 気温 ・ 天 候 の 変化 に 注意 

広い 北海 道 は 地域 に よっ て 気象 条件 が 大 きく 異な り ま す 。 ツ ー リ ング 
中 に 天候 が 女 に 変化 し て 気温 が 下がる と 、 体 が 硬く な り 、 動 き が 悪く な 
り ま す 。 海岸 線 を 走行 する と き は 強い 風 に よる 影響 も 考慮 し た 服装 を 用 
意 し まし ょ よう 。 


信 速度 を 出し や すい 
交通 量 が 少な く 、 道 路 幅 が 広い 、 直 線 道路 で は つい つい 速度 を 出し て 
し まい が ち で す 。 常に スピ ー ド ダウ ン を 心掛け まし ょ う 。 


@ 長 距 離 運転 に よる 疲労 運転 等 

他府県 と 比べ る と 面積 の 広い 北海 道 で は 長 距 離 運転 が 多く な る た め 、 
疲労 運転 や ぼん や り 運 転 に な り が ち で す 。 ゆ と り を 持っ た ツー リン グ 計 
画 を 立て 、 適 宜 休憩 を と る よう に し まし ょ う 。 


人 q 錯覚 に 注意 

単調 な 道路 や 景観 が 続く 郊外 を 走っ て いる と 、 交 差 点 を 見 落と し た 
り 、 優 先 関係 を 誤っ た りす る こと が あり ます 。 ま た 、 バ ラン ス を 崩し や 
すい 二輪 車 は カー ブ 半 径 や 幅員 に も 注意 し まし ょ う 。 
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5. シー ト ベ ルト の 正しい 彰 用 


シー ト ベ ルト 着用 の 現状 


警察 庁 と JAF (一 般 社団 法人 日 本 自動 車 連 明 ) の 合同 全国 調査 に よる と 、 
シー ト ベ ルト 着用 率 は 全国 平均 で 運転 者 が 一 般 道 99.29% (高速 道 99.6 
96) 、 助 手 席 同乗 者 が 一 般 道 97.196 (高速 道 98.696) で ある の に 対し 、 後 
部 座席 同乗 者 で は 一 般 道 43.796 (高速 道 78.79%) と いう 結果 で し た 。 

一 方 、 北 海道 で は 運転 者 が 一 般 道 98.896 (高速 道 10096) 、 助 手 席 同乗 者 
が 一 般 道 97.596 (高速 道 99.696) 、 後 部 座席 同乗 者 は 一 般 道 42.696 ( 両 束 
道 76.89%) と な っ て いま す 。 

シー ト ベ ルト の 着用 は 、 平 成 G0 年 6 月 か ら 後部 座席 に つい て も 、 運 転 席 や 
助手 席 と 同様 に 義務 化 ベ され て いま す 。 

@ シ ー ト ベル ト 着 用 状況 ( 令 和 5 年 10 月 調査 結果 ) 
瑞 全 国 _ 画 北 海道 (全国 47 者 道府県 中 の 順位 


運転 者 98.8% 
助手 席 同 乗 者 97.59。 
後部 座席 同和 者 議 ル ツ 87 


y 但 シー ト ベ ルト の 間 用 と 交通 事故 
シー ト ベ ルト は 「 あ な た 」 と 「 同 乗 者 ]」 の 命綱 で す 。 
シー ト ベ ルト を し っ か り と 着用 する 習慣 を 付け て くだ さい 。 


人 @ 交 通 死亡 事故 と 着用 実態 
令 和 5 年 中 の 自動 車 乗車 中 の 死者 (駅 、 う ち 非 着用 者 の 死者 と 3 


2 


人 @ 車 外 放出 に よる 死者 数 の 状況 (過去 3 年 間 ) 


座席 別 の 車外 放出 死者 数 座 席 別 の 生存 可能 者 数 


https://youtu.De/ 
nrFvrzbpP3g 
シー ト ベ ルト に 
助け られ て 


ー シ ー ト ベル ト の 薄 用 と その 効果 一 


代 車 に 乗っ た ら 、 ま ず シ ー ト ベル ト 

発進 し て か ら シ ー ト ベ 
ルト を か け て いる ケー ス 
を よく 見 か け ま す 。 車 に 
乗 つ た ら 同 乗 者 全員 が 、 
まず 最初 に シー ト ベ ルト 
を 着用 する 習慣 を 身 に つ 
93 だ さも 


@ 時 速 Zkm で の 衝突 が 、 手 足 で 支え きれ る 衝撃 の 限度 

車 が 衝突 する と 、 車 内 に 固定 され て いな い 物 や 人 は すべ て 、 そ れ ま で 
の 速度 で 衝突 し た 方 向 へ 投げ 出さ れ ま す 。 「 両 手 両足 で ふん ば れ 
ば ・・・」| と 思っ て も 、 大 人 が 手足 で 支え きれ る の は 150kg 前 後 、 時 
速 に する と 7Zkm ほ ご どの 衝撃 が 限界 と いわ れ て いま す 。 ま し て 時 速 
40km、50km で は 到底 支え きれ ませ ん 。 


23 


0 


g4 


気 家 、 路 面 変 化 の 状況 判断 と 意識 の 切り 替え が ポイ ント 
冬季 は 雪 の 降り 始め の 初冬 期 と 厳 科 期 で は 道路 交通 環境 が 大 きく 異な る た 
め 、 気 象 ・ 路 面 変化 に 応じ た 状況 判断 や 運転 技法 ・ 意識 の 切り 替え が 安全 運 


転 の 重要 な ポイ ント に な り ま す 。 


過 の 環境 に 応じ た 安全 運転 


今季 節 別 交通 死亡 事故 発生 状況 (1 月 を 100 と し た 死者 数 の 指数 表示 / 過 去 3 年 間 ) 


( 指 散 ) 850 ーー エーーー エ ーーー エ ーーー エ ーーーーーーー 
200 ト 
150 ト 


100 ト 


50 ト 


117 | 138 


季 別 | 


| ] 月 Lial 6 月 | 7 月 | 8 月 
北海 道 | 100 中 
全 国 | 1 5 81 上 
_ 


_ 99 | 過 


秋 


初冬 | 厳冬 


冬季 の 事故 要因 


① ス リッ プ 事 故 

スリ ッ プ 事故 は 冬 型 交通 事故 の 大 半 を 占め 
ます が 、 積 雪 ・ 圧 寺 路 面 や 凍結 路面 で の スリ 
ッ プ が 原因 と な っ て 、 追 突 や 正面 衝突 を は じ 
め と する 事故 が 発生 し ます 。 


@ 視 界 不良 に よる 事故 

強風 に よる 地 吹 雪 や 激しい 降雪 、 吹 雪 、 前 
車 の 雪 煙 な ど に よる 視界 不良 が 原因 と な っ て 
事故 が 発生 し ます 。 


③ 雪 山 に よる 事故 
道路 脇 の 雪山 の 陰 か ら 車 が 出現 し た り 人 が 急 に 飛び 出し て くる こと が 原因 
と な っ て 事故 が 発生 し ます 。 


(④ わ だ ち に よる 事故 
圧雪 路面 に 生じ た "わだち" に ハン ドル を 取ら れ た り 車 の コン トロ ー ル を 
失う こと が 原因 と な っ て 事故 が 発生 し ます 。 


丹 冬 型 交通 事故 を 防ぐ た め の 一 般 的 な ポイ ント 


@ 冬 の 交通 環境 に 応じ た 運転 感覚 へ の 切り 替え 
冬 道 は 踏面 が 雪氷 に 衝 わ れ 、 夏 道 と は 大 きく 異な る 
・ 滑 りや すい ・ 見 え に く い 
・ わ だ ち が で きる ・ 道 路 が 狭く な る 
な どの 危険 な 状況 が 生じ ます 。 こ れ に 伴っ て 
・ ス リッ プ 事 故 ・ 視 界 不良 に よる 事故 
が 多発 し ます 。 特 に 秋 か ら 冬 へ の 季節 の 変わ り 目 は 、 冬 道 の 運 転 感覚 へ の 切 
り 替 え の 遅れ が 事故 に つなが る ケー ス も 目立ち ます 。 


人 @ ゆとり を 持っ て 

運行 時 間 に 奈 裕 を 持ち 、 ま た 、 目的 地 の 道路 状況 や 気象 状況 を 事前 に 把握 し 、 
安全 な ルー ト を 選定 する こと が 大 切 で す 。 特 に 夜間 の 運転 、 長 距離 運転 時 は 
注意 が 必要 で す 。 


人 @ 車 問 距離 は 夏 の 倍 を 目安 に 

冬 型 事故 で 最も 多い の は 、 ス リッ プ に よる 追突 事故 で す 。 前 車 の 走行 状況 
か ら 人 危険 を 早め に 察知 する と と も に 、 事 故 回 避 に 必要 と され る 十分 な 車間 距 
離 を 保つ こと が 必要 で す 。 


@ 早め の スピ ー ド ダウ ン 

冬 道 の 滑り や すい 路面 状況 を し っ か り 認 識 し 、 周 辺 の 交通 状況 の 変化 に い 
つ で も 対応 で きる よう 、 早 め の ス ピー ドコ ント ロー ル を 心掛け る こと が 必要 
で す 。 
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@ 寺山 の 陰 に 要 注 意 

道路 脇 の 雪山 の 陰 か ら の 車 の 出現 や 歩行 者 の 飛び 出し を 想定 し 、 早 め の 減 
速 、 確 実 な バトン ドル 、 ブ レー キ 操 作 を 心掛け た 「 か も し れ な い 運 転 」 の 励行 
が 必要 で す 。 


ー 季 節 の 変わ り 目 と 厳冬 期 で は 違う 踏面 状況 as 


冬季 間 の 道路 は 、 季 節 の 変わ り 目 と 厳冬 期 で は 異な っ た 路面 状況 が 出 
現し ます 。 


急 季 節 の 変わ り 目 ( 秋 か ら 冬 、 冬 か ら 春 ) 

・ こ の 時 期 は 乾燥 、 湿潤 、 凍結 、 圧雪 な ど ご 路 面 状況 が 刻々 と 変化 し ます 。 

・ 特に 初冬 季 は 比較 的 気温 が 高い た め 、 凍 結 路面 が 滑り や すく な っ て い 
ます 。 

・ 黒 い ア ス フ ァ ルト 路面 の よう に 見 える ブラ ッ ク ア イス バー ン が 発生 す 
る こと も あり ます 。 

急 厳 会 期 (12 月 一 月 ) 

・ 路面 が 圧雪 凍結 状態 に な り 、 わ だ ち が 出 現し ます 。 

・ 吹雪 や 前 車 の 巻き キ 上 げ る 雪 煙 、 道 路 脇 の 雪山 な ど 視 界 不良 の 原因 と な 
る 冬季 特有 の 事故 の 発生 要因 と な る 環境 が 出現 し ます 。 
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k 公 暴風 筆 な ど 悪 天候 時 の 事故 防止 ポイ ント 


北海 道 で は 、 暴 風 婦 に 伴う 猛 吹雪 や 吹き だ まり に より 車 が 立ち 往生 す 
る 中 で 、 排 気 ガ ス に よる 一 酸化 炭素 中 毒 や 寒さ な ど が 原因 で 死傷 事故 が 
発生 し て いま す 。 

悪天候 時 は 車 の 使用 を 控え る な どの 判断 も 必要 で す 。 


(1) や お を 得 ず 車 で 外出 する と き は 

往事 前 に 天気 や 道路 情報 を 確認 する と と も に 、 運 転 中 も や ラジ オ な ど で 最 
新 の 情報 を 把握 する な ど 、 道 路 状 況 に 応じ た 無理 の な い 運 転 に 心がけ 
UL みよ つた 

急 吹 寺 等 で 車 が 立ち 往生 し た 場合 に 備え 、 防 寒 具 、 長 靴 、 手 袋 、 ス コッ 
プ 、 牽 引 ロ ー プ な ど を 用 意 し て お き 、 十 分 な 燃料 が ある こと を 確認 し 
で お 補 まし よう 。 

代 運 転 中 に 危険 を 
感じ た ら 、 無 理 
を せ ず に 最寄り 
の 道 の 駅 な ど で 
天候 の 回 復 を 待 
ぢ 事 じ よう 。 


(2) も し も 吹雪 な ど で 車 が 動け な く な っ た と き は 

@J AF 等 の ロー ドサ ービス 、 緊 急 の 場合 は 、 消 防 (1 19 番 ) 、 警 察 
(110 番 ) に 連絡 し て くだ さい 。 

@ ハ ザー ドラ ンプ の 点灯 ・ 停 止 表 示 板 の 設置 ・ 発 炎 筒 の 活用 な ど に よ 
り 、 後 続 車 に 停止 し て いる こと が 判る よう に 合図 し まし ょ う 。 

氏 車 の マフ ラー が 圭 に 埋まっ て 排気 ガス が 車内 に 逆流 し 、 一 酸化 炭素 中 
毒 を 起こ す お それ が あり ます の で 、 マ フラ ー が 雪 に 埋まら な いよ うに 
除雪 を し まし ょ う 。 


https://youtu.De/ 
G2ocI3gc8uY 


吹 細 な ど 視 界 不良 時 に お ける 交通 
事故 の 実態 8 白い 闇 の 危険!! 
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. 交通 安全 の し お り 


運転 免許 手続 き ひ あら まし 還 


(1) 免許 証 の 更新 手続 き 


免許 証 の 更新 期間 は 、 誕 生日 の 1 か 月 前 か ら 誕 生日 の 1 か 月 後 ま で の ら か 月 
間 で す 。 有 効 期間 が 満了 する まで に 免許 証 の 更新 手続 さ を し て 、 更 新 時 講習 


を 受け な けれ ば な り ま せん 。 
【 必 要 書 類 な ど 】 


免許 証 の 更新 期間 


誕生 日 の 1 か 月 前 か ら @ 思 転 % 放 証 
許 記 生日 の 1 か 月 後 ま で の ら か 月 間 ・ 
運転 免許 証 | 証 生 日 の 1 か 月 後 ま で の どか Mi: の 更新 中 靖夫 ( 午 康 政 で 更新 手続 
1 か が 月 前 ] か 月 後 De | 
> 念 手数 料 


多 許 証 の 有効 期間 


en (一 定 の 条件 が 付 さ れ た 方 な ご は 除き ます 。) は 、 住 所 地 を 管轄 す 
公安 委員 会 以外 の 公安 委員 会 を 経由 し て 、 更 新 の 申請 を する こと が で きま す 。 
2 の 更新 の 中 盟 間 は 誕生 日 の 1 が 月 前 が ら 誕生 日 まで の 1 が 月 間 で す 。 ) 


一 更新 の 特例 (期間 前 更新 ) @ 運 転 免許 証 


8 寺 了 @ 更 新 申 請書 (警察 署 で 更新 手 
病気 療養 や 海外 旅行 等 、 所 定 の や お む を 続 を する 場合 は 、 申 請 用 写真 


得 な い 理由 で 更新 期間 内 に 手続 が で き な ISBX ら .4cml が 必要 ) | 
いと き は 、 更新 期間 前 に 更新 手続 を する 議連 加 誠 / 
こと が で きま す 。 


( ら ) 免許 を 失効 し た と き の 手 続き 
例 うっ か り 更 新 を 忘れ て し まっ た と き は … (うっ か り 和 失効 
先 許 証 の 有効 期限 が 切れ た 日 か ら 6 か 月 を 経過 し て いな い “うつ っ か が り 和 失効 者 
は 「 特 定 失 効 者 に 対す る 講習 ] を 受講 し 、 適 性 試験 に 合格 すれ ば 、 免 許 証 を 
交付 し て も ら え ます 。 
信和 失 効 後 6 か 月 を 経過 する と 、 運 転 免許 試験 を 改め て 受け な けれ ば な り ま せ 
ん が 、 和 失効 後 1 年 以内 で あれ ば 、 大 型 免許 ・ 中 型 免許 ・ 準 中 型 免許 ・ 普 通 
免許 に 限り 、 仮 免許 の 技能 試験 ・ 学 科 試験 が 免除 ご べ れ ます 。 
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一 うっ か り 和 失効 の 場合 


【 必 要 書 類 な ど 】 


@ 期 限 切れ の 運転 免許 証 

Pr HP 3 
@ 申 請 用 写真 [3x ら .4om] 免許 証 交 付 ” 合 相 すれ ば 
久住 民 票 (本籍 記載 の も の ) 特定 失 勤 者 に 。 | ※※ 大 各 中 型 中 和 


対す る 講習 の 3 普通 免許 に 限る 
受講 が 必要 : 


@ 手 数 料 


海外 渡航 や ※ 災 害 等 で 、 や む を 得 ず 更新 で き な か っ た と き は … 
(や お を 得 ず 失効 ) 


免許 証 の 有効 期限 が 切れ た 日 か ら 6 か 月 を 経過 し て いな い “や お を 得 ず 失効 
者 "は 「 特 定 失効 者 に 対す る 講習 ] を 受講 し 、 適 性 試験 に 合格 すれ ば 、 免 許 
証 を 交付 し て も ら え ます 。 

@ 和 失効 後 6 か 月 を 経過 し た 者 で も 、 和 失効 後 3 年 を 経過 し な い 場 合 に 限り 、 や 
お を 得 な い 事情 が 止ん だ 日 か ら 1 か 月 以内 で あれ ば 「 特 定 失効 者 に 対す る 
講習 を 受講 し 、 適 性 試験 に 合格 すれ ば 、 免 許 証 を 交付 し て も ら え ます 。 

@ 失 効 後 6 か 月 を 超え 、 や お を 得 な い ems 
事情 が 止ん だ 日 か ら 1 か 月 以上 経過 
し た 場合 は 、 運 転 免許 試験 を 改め て 人 @ 期 限 切れ の 運転 免許 証 
受け な けれ ば な り ま せん が 、 失 効 後 理 玩 許 申請 書 
1 年 以内 で あれ ば 、 大 免 許 ・ 中 呈 洒 二流 

MaN へ ギア 叶 「]ー 計 供 や お を 得 な い 事 情 を 証明 する | 
免許 ・ 準 中 型 免許 ・ 普 通 免 許 に 限 書類 (病気 の 診断 書 な ど ) 
り 、 仮 免許 の 技能 試験 ・ 学 科 試験 が 人 佳 民 村 (本 籍 記載 の も の ) 
免除 され ます 。 人 @ 手 数 料 


画 や む を 得 ず 失 効 の 場合 


! 


人 適性 試験 に ! お 太 敵 性 試験 に 文 仮 免許 の お 太 敵 性 試験 に 調 取得 
合格 すれ ば 通 性 試験 に : を 合格 すれ 


L 
や 
を 
免許 証 交付 れ ば ぼ : 得 免許 証 交付 
い 
人 
肖 


暫 ご 叶 閣 SG さっ 


合格 す 

仮 免許 証 交付 : 
※ 特 定 失 効 者 に ※ 大 型 中 型 準 中 : 
対す る 講習 の 型 . 普 通 免許 に : 
受講 が 必要 限 


※ 特 定 失 効 者 に 
対す る 講習 の 
受講 が 必要 


※ 特 定 失効 者 に 
対す る 講習 の 
受講 が 必要 


間 章 
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(3③) 免許 証 を 紛失 ・ 汚 損し た と き の 手 続き 


免許 証 を 紛失 し て し まっ た と き は 


免許 証 を 落 こ し た り 、 な くし た り 、 火 
事 で 燃え て し まっ た りな ど 、 紛 失 ・ 減 失 
し て し まっ た と き は 、 再 交付 申請 を すれ ば 、 
新しい 免許 証 を 交付 し て も ら え ます 。 

※「 紛 失 し た 」 な ど と 偽っ て 、 不 正 に 再 
交付 を 受け た りす る と 罰せ られ ます 。 


免許 証 を 汚し こし まっ た と き は 
… ( 再 交付 申請 ) 


免許 証 を 水 で 濡らし て し まっ た り 、 火 
で 焦がし て し まっ た な ど 、 汚 損し て し ま 
っ た と き は 、 再 交付 申請 を すれ ば 、 新 し 
い 免 許 証 を 交付 し て も ら え ます 。 


・( 再 交付 申請 ) 


【 必 要 書 類 な ど 】 


【 必 要 書 類 な ど 】 


(4) 住所 な ど が 変わ っ た と き の 手 続き 


新 住所 地 を 管轄 する 運転 免許 試験 場 又は 警察 緒 で 、 
免許 証 の 記載 事項 の 変更 手続 き を を し な けれ ば な り ま せん 。 


記載 事項 変更 の 手続 を ? 0 < 番 が あり ます の で 、 管 轄 の 
警察 緒 へ お た ず ね くだ さ 


ee 
/ 調 5 

住所 が 変わ っ た と き は 、 速 や か に 変更 王 MeiakA 
手続 を し な けれ ば な り ま せん 。 SsRTE 
※ 変 更 手続 が 遅れ る と 、 更新 手続 に 必要 な 「 更 了 電 事 項 変 
3 0 @ 新 住所 を 確認 で きる 住民 球 等 | 
な 通知 書 が 送付 され Aa * 

ませ ん 。 速やか に 変 | 


更 手続 を 行っ て くだ _ 
さい 。 


0 
② 氏名 の 変更 ( 旧 氏 名 の 併記 も で きま す 。) - 代 運 


結婚 する な ど し て 氏名 が 変わ っ た と き は 、 0 


速やか に 変更 手続 を し な けれ ば な り ま せん 。 住民 票 (本 籍 又は 国籍 等 の 
記載 の ある も の ) 


古 だ だ ち 、 マ イナ シバ パー カー ド の 
提示 に よっ て 、 変 更 後 の 氏 名 が 
ーー 半 還 旨 住民 票 は 


e 誠 ( 代 革 本 人 相 法 の 
甘 用 を 受け な い 方 ) 


③ 本 籍 ・ 国 籍 の 変更 ee 
本 籍 や 国籍 が 変わ っ た と き は 、 速 や か 【 必 要 書 類 な ど 】 


に 変更 手続 を し な けれ ば な り ま せん 。 @ 連 転 免許 証 


@ 記 載 事 項 変更 届 

@ 住 民 票 (本 籍 又は 国籍 等 の 
記載 の ある も の ) 

人 @ 旅 券 等 (住民 基本 台帳 法 の 
適用 を 受け な い 方 ) 


※ 運 転 免許 証 の 写真 の 変更 の 他 、 上 記 ①ー③ の 場合 も 再 交付 申請 が で きま す 。 
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車両 故障 時 の 対応 


(1) 一 般 道路 で 車 が 動か な く な っ た と き は 


・ で きる 限り 交通 の 妨げ に な ら な い 場 所 へ 移動 
し 、 速 や か に 修理 な どの 措置 を と る 。 

・ 夜間 は 非常 点滅 表示 灯 な どの 点灯 、 停 止 表 示 
器材 の 設置 な ど 、 停 止 し て いる こと が 分 か る 
よう 合図 する 。 昼 間 は 停止 表示 器材 の 設置 、 
トラ ンク を あけ る な ど 停 止 し て いる の が 分 か | 
る よう 合図 する 。 

・ 道路 に 故障 車両 を その まま 放置 せ すず 、 非 常 点 
滅 表示 灯 の 点灯 な ど 一 時 措置 終了 後 、 速 や か 
に JAF (日 本 自動 車 連盟 サー ビス コー ル 0570 
ー00--8139/ 短 縮 ダ イヤ ル #8139) や 修理 
業者 を 呼ん で 車 を 道路 外 へ 移動 させ る 。 


(@) 高速 道路 で 車 が 動か な く な っ た と き は 


・ 他 の 車 の 走行 の 妨害 に な ら な いよ う 、 路 肩 や 路側 帯 に 停止 させ 、 時 間 帯 に 
応じ て 、 昼 間 ま た は 夜間 用 の 停止 表示 器材 を 車 の 後方 に 置く 。 夜 間 の 場合 
は 非常 点灯 表示 灯 、 駐 車 灯 また は 尾灯 を 併せ て 点灯 する 。 

※ 停 止 表 示 器 材 を 設置 する 場合 は 、 後 続 車 に 十分 注意 を する 。 

・ 車内 や 車両 の 前 後 で の 待機 は 危険 な の で 、 運 転 者 、 同 乗 者 と も ガー ドレ ー 
ル の 外 な ご どの 安全 な 場所 に 速やか に 避難 する 。 

・ 付近 の 非常 電話 で 故障 状況 を 通報 する 。 非 常 電話 は 受話 器 を あげ る だ け で 
有料 区 間 で は NEXC0 東 日 本 (東日本 高速 道路 株 式 会 社 ) 、 無 料 区 間 で は 
北海 道 開発 局 に つなが り ま す 。 


(3) 踏切 内 で 車 が 動か な く な っ た と き は 


故障 等 に より 踏切 内 で 車 が 動か な く な っ た と き は 、 一 刻 も 早く 次 の 方 法 で 
列車 の 運転 士 に 知ら せる と と も に 、 車 を 踏切 の 外 に 移動 させ な けれ ば な り ま 
せん 。 

・ 警報 機 の 柱 な ど に 取り 付け られ て いる 押し ボタ ン 式 の 非常 ボタ ン を 押し て 

列車 に 合図 する 。 

・ 携帯 し て いる 発煙 筒 な ご ど を 使い 、 列 車 に わか る よう に 合図 する 。 


充 道路 交通 情報 の 活用 


(1 ) ラジ オ 


人 人 日 本 道路 交通 情報 セン ター 

AM 放送 (札幌 ) プ NHK ・HBC・STV 

FM 放送 プ NHK 札 幌 ・AIR-G・NORTH WAVE 

コミ ュ ニ ティ FM 放送 

※ 各 局 お よび 平日 、 祝 日 、 土 曜 、 日 曜 に よっ て 放送 時 間 が 異な り ま す の で タイ ム テ ー 
ブル で ご 確認 くだ さい 。 


(6) 路側 放送 1.620kHz 

高速 道路 や 一 般 国道 な どの 道路 沿い の 一 定 区 間 で 、 道 路 交通 情報 を 放送 し て 
いま す 。 
(3) 一 般 電話 ・ 携 帯電 話 


人 日 本 道路 交通 情報 セン ター 
電話 サー ビス 全国 共通 ダイ ヤル 050-3369-6666 
(PHS ・ IP 電話 な ど 一 部 の 電話 か ら は 利用 で きま せん 。 下 記 各 セン ター へ お か け く だ さい ) 
北海 道 地方 ・ 札 幌 方 面 情報 050-3369-6601 
北海 道 地方 高速 情報 050-3369-6760 
携帯 短縮 ダイ ヤル #801 1 


(4) イン ター ネッ ト 


休 日 本 道路 交通 情報 セン ター http://Www.jartic.or.jp/ 
全国 の 高速 道路 、 一 般 道 路 の 交通 情報 を 5 分 お き に 提供 する 総合 サイ ト 。 


@ 寒 地 土木 研究 所 加悦 


kr 
・ 北 の 道 ナビ 2 
https://Www.northern-road.jD/navi/ [ 北 の 道 ナビ ] 
・ 吹雪 の 視界 情報 加計 廊 加 
https://Www.northern-road.jD/naVvi/tOuge/ HI 
fubuki.htm 回 上 
【 吹 雪 の 視界 情報 】 
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休 北海 道 開発 局 北海 道 地 区 道路 情報 
http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/ 


借 北海 道 開発 局 
公式 ツイ ッ タ ー・ 公 式 フ ェ イ スゴ ブッ ク 
北海 道 開発 局 が 管理 する 高 規格 道 路 及 び 国 道 の 異常 気象 ・ 
災害 に よる 通行 止め 情報 等 を 発信 し ます 。 


回 相 
【Facebook】 


cn ロロ 
【Twitter】 


人 @ 北海 道 ・ 北 の 道 の 駅 北海 道 の 「 道 の 駅 ] 総合 情報 サイ ト 
http://Www.hokkaido-michinoeki.jp/ 


4 [携帯 電話 版 サ イト の 二 次 元 コー ド 】 


(1) 損害 賠償 と 示談 
交通 事故 の 損害 賠償 額 な ど に 
つい て は 、 相 手 と 話し 合い (示談 ) 
を し て 決め る こと に な り ま す 。 
示談 屋 な どの 介入 を 避け 、 弁 護 
士 や 各 相 談 所 に 相談 する よう に 
し まし ょ う 。 示談 は お 互い に 誠 
意 を 持っ て 臨む お こと が 大 切 で す 。 


人 示談 が 成立 し な か っ た と き は 

示談 が 成立 し な い 時 の 解決 方 法 と し て 調停 と 裁判 が あり ます 。 

調停 は 簡易 裁判 所 に 申請 し 、 期 日 に 出頭 する と 、 判 事 や 調停 委員 が 両者 の 
折り 合い の つく 案 (調停 調書 ) を まとめ て くれ ます 。 

示談 や 調停 が 不調 に 終わ る と 裁判 に な り ま す 。 損 害 額 が 60 万 円 以下 の 場合 
に は 「 少 額 裁判 ] と いう 簡易 な 制度 も あり ます 。 裁判 で は 多く の 場合 「 和 解 
が 勧め られ ます 。 和 和解 に 応じ れ ば 和解 調書 が まとめ られ ます 。 

いずれ も 、 裁 判 の 確定 判決 と 同じ 効力 を 持ち ます 。 詳 し く は 保険 会 社 な ど 
に 相談 する と よい で し ょ う 。 


(@) 交通 事故 被害 者 へ の 警察 か ら の 情報 提供 
警察 で は 、 被 害 者 や 家族 (遺族 ) の 疑問 に 応え る た め 、 担 当 捜査 員 (連絡 提 
当 者 ) が 次 の よう な 情報 を 可能 な 限り 提供 する こと に な っ て いま す 。 
・ 加害 者 の 住所 ・ 氏 名 ・ 年齢 等 
・ 加害 者 の 検挙 状況 、 送 致 先 検察 庁 、 起 訴 ・ 不 起訴 の 処分 結果 、 起 訴 さ れ た 
裁判 所 
※ 加 害 者 が 少年 の 場合 は 、 提 供 内 容 な ど に 若干 の 違い が あり ます 。 
(3) 事故 に よる 心 の 傷 の ケア 
事故 の 被害 に 遭っ た 人 や その 家族 な ど を 対象 に 、 心 の 傷 を 癒す た め の カ ウン 
セリ ング 機関 が あり ます 。 悩 み 事 な ど は 、 こ うし た 機関 に 相談 する こと も ー つ 
の 方 法 で す 。 


交通 事故 の 相談 窓口 


北海 道 警 察 
北海 道 警 察 本 部 相談 セン ター 思 OMDg4T=9TTOI 札幌 市 中 央 区 北 2 条 西 7 丁目 本 部 庁 含 内 
函館 方 面 本 部 相談 セン ター 思 ON88D5l=9WTOI 函館 市 五 生 郭 町 15 番 5 方 面 本 部 庁舎 内 
旭川 方 面 本 部 相談 セン ター 思 66D34=9I0I 旭川 市 1 条 通 85 丁目 方 面 本 部 庁舎 内 
(0154) 23-9110 
(0157) 24-9110 


釧路 方 面 本 部 相談 セン ター 釧路 市 黒 金町 10 丁 目 5 方 面 本 部 庁舎 内 
北見 方 面 本 部 相談 セン ター 北見 市 青葉 町 6 番 1 方 面 本 部 庁舎 内 


北海 道 交 通 事故 相談 所 OTD204=5220 札幌 市 中 央 区 北 3 条 西 6 丁目 道庁 
渡島 総合 振興 局 交通 事故 相談 所 OW38)47=9485 函館 市 美原 4 丁目 6-16 
空知 総合 振興 局 交 通 事故 相談 所 ONW26D20=0044| 岩見 沢 市 8 条 西 5 丁目 
上 川 総合 振興 局 交通 事故 相談 所 軸 ONW66D46=5988 旭川 市 永山 6 条 19 丁 目 
オホーツク 総合 振興 局 交通 事故 相談 所 較 H52D4IO627l 網走 市 北 7 条 西 3 丁目 
釧路 総合 振興 局 交通 事故 相談 所 RON54D48=9I5I 釧路 市 浦 見 2 丁目 2-54 


十勝 総合 振興 局 GOI55)26=9249 帯広 市 東 3 条南 3 丁目 

※ 各 振興 局 に お いて は 、 定 期 的 に 巡回 相談 を 実施 し て いま す 。 

札 幌 市 

札幌 市 交通 事故 相談 所 ONIDg2075| 札幌 市 中 央 区 北 1 条 西 丁目 札幌 市 本 庁舎 1F 


(一 財 ) 北海 道 交 通 安 全 協 会 
交通 安全 活動 推進 セン ター 内 交通 事故 相談 所 OTD787=8708| 札幌 市 北 区 北 30 条 西 6 丁目 4-18 
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運転 免許 証 の 裏面 


の 以下 の 部分 合用 し て 財 6 人 に 関する 意表 示 する と と が で きま す 。( 記 和信 は 自 由 で す ) 記 
| 記す る 則 合 は 、 YA 
@ 及 に 央 門 
1 L 
了 | (1 又は 2 を 通 ん だ 方 で 、 提 供し た く な い 必 が あれ ば 、 メ を つけ て くだ さい ) 
』| (で 太 訪 有朋 じん) 朋友 ( す い ) 朋 小腹 由 
( 自 和 半 名 m 
拡大 [WW ] ( 閉 名 年 月 日 ) 年 月 日 m 
し 3 旨 し 


ei 


《1 .2.3. いずれ か の 番号 を 〇 で 囲ん で くだ さい 》 
表 了 騰 STEP 1 . 私 は 、 脳 死後 及び 心臓 が 停止 し た 死後 の いずれ で も 、 移 植 の た め に 騰 器 を 提供 し ます 。 
示 器 2 . 私 は 、 必 諾 が 停止 し た 死後 に 限り 、 移 植 の た め に 話 器 を 提供 し ます 。 
欄 捉 STEP 3 . 私 は 、 臓 器 を 提供 し ませ ん 。 
の 供 の - |」 8 提供 し た く な い 肝 器 が あれ ば 、 < を つけ て くだ さい )〉 
本 昌 2 [心臓 ・ 肺 ・ 肝 騰 ・ 失 ( じ ん ) 臓 ・ 放 (すい ) 笑 ・ 小 腸 ・ 眼 球 ] 
方 ーー (特記 村 : ) ( 自 和 暫 名 ) 
法 STEP ( 寺 名 年 月 日 近 員 。 財 
ーー ノ 
STEP STEP 
| 意思 の 選択 《》 特記 欄 へ の 記載 に つい て 
自分 の 意思 に 合う 番号 に ひと つ だ け 〇 を し て くだ さい 。 8) 組織 の 提供 に つい て 


ga) 脳死 後 及 び 心 臓 が 停止 し た 死後 に 提供 し て も いい と 思 
われ て いる 方 は 、1 に の 〇 を し て くだ さい 。 

b) 脳死 後 で の 臓器 提供 は し た く な い が 、 心 臓 が 停止 し た 
死後 は 臓器 を 提供 し て も いい と 思わ れ て いる 方 は 、2 
に 〇 を し て くだ さい (この 場合 、 法律 に 基づく 脳死 判定 
を 受け る こと は あり ませ ん ) 。 

で ) 臓器 を 提供 し た く な いと 思わ れ て いる 方 は 、 3 に 〇 を 
し て くだ さい 。 [STEP④ へ へ ] 


1 か 2 に 〇 を し た 方 で 、 皮 膚 、 心 臓 弁 、 血 管 、 骨 
な どの 組織 も 提供 し て も いい 方 は 、「 す べ て 」 あ 
る い は 「 皮 膚 」「 心 臓 弁 」 「 血 管 」 「 骨 」 な ど と 記入 
で きま す 。 
D) 親族 優先 提供 の 意思 に つい て 

親族 優先 提供 の 意思 を 表示 し た い 方 は 、 日 本 臓 
器 移植 ネッ トワ ー ク の ホー ムペ ー ジ 等 で 「 親 族 
へ の 優先 提供 に つい て 」 の 説明 を お 読み いた だ 


Es いた 上 で | 親族 作 先 ] と 記入 で きま す 。 
《 提供 し た く な い 臓 器 の 選択 STEP 
1 か 2 に 〇 を し だ 方 で 、 電 名 し た く な い 了 疫 が あれ は 9 還 そ な ど 
その 服 器 に x を つけ て くだ さい 。 
な お 提供 で きる 度 問 は 、 そ れ ぞ れ D 下 の と お り で す 。 人 


脳死 後 : 心 臓 ・ 肺 ・ 時 臓 ・ 息 騰 麻 用 小腸 ・ 眼 球 
心臓 が 停止 し た 死後 : 息 腹 ・ 腹 騰 ・ 眼 球 


* 意思 表示 欄 保護 シー ル に つい て は 、 右 記 に お 問い 合わ せく だ さい 。 【 運 転 免許 試験 場 、 運 転 旬 許 セン ター 
* ご 本 人 の 意思 が 不明 な 場合 、 ご 家族 の 承諾 で 臓器 を 提供 する こと が で きま す 。 * 臓器 提供 の 意思 は 、 家 族 に も 伝え て お きま し ょ う 。 


ヽ 免 許 の 更新 の で きる 警察 署 な ど 】 


この ほか 、 ヽ 臓器 提供 の 意思 表示 に 関 


関す る 質問 等 に つい て は 、 以 下 の 連 絡 先 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


公益 社団 法人 日 本 臓器 移植 ネッ トワ ー ク 


< く パ ソコ ン サ イト > http://Www.jotnW.Or.jp 


gg.0120-78-1069 


< く モ バイ ル サ イ ト > IE 


北海 道上 
北海 道 を 安全 に 走る た め に 


不 許 複製 


監修 北海 道 警察 本 部 交通 部 


発行 一 般 財団 法人 北海 道 交 通 安 全 協 会 (北海 道 交 通 安全 活動 推進 セン ター) 


※ 乱 丁 、 落 の 場合 は 、 お と りか えい た し ます 。 


※ お 問い 合わ せ は 「 講 習 局 総務 ・ 講 習 部 ] に お 寄せ 下さ い 。 
※ 連 絡 先 TEL (011) 684-1075 


ョ グ 
令 和 6 年 月 作成 


